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ワークライフバランスセミナーのご案内

福徳と五穀豊穣の神「みるく様」を迎え、地域の無病息災や
繁栄を祈る首里赤田の伝統行事「みるくウンケー」。穏やか
な笑顔のみるく様を先頭に、わらべ歌「赤田首里殿内」の調
べにのせて子どもたちが町を練り歩き、地域一帯に笑顔と
福を届けます。

『首里の赤田みるくウンケー』 
今月の表紙 シルバー

シルバー人材センターといえば、草刈作業と
いったイメージが強いと思いますが、そのほか
にもいろいろなお仕事をお引き受けしておりま
す。保育所での児童の見守り、おやつの配膳や、
事務所での封入・梱包、仕分け、簡単なデスク
ワーク、介護施設での調理補助、片付け、お掃
除等をシルバーの会員が派遣職員としてお手
伝いすることができます。

求人にかかる時間と費用の削減

契約期間中の人材変更も可

労務管理、給与計算等が不要

那覇市シルバー人材センター

E-mail：naha11@sjc.ne.jp

シルバー人材センターにお手伝いできることは、ありませんか？
人手不足解消のひとつの手立てとして、≪那覇市シルバー人材センター≫の

ご活用をご検討くださるようお願いします。

人材派遣

シルバー人材派遣のメリット

詳しくは、右記まで
ご連絡ください TEL：098-943-5658

FAX：098-943-5673
担当 ： 阿波根

公益社団法人

のご案内

1

2

3

契約期間は６ヵ月間が基本で、半年ごとに更新。
単発的な短期間の契約についても、ご相談に応じます。

派遣職員１人ひと月あたり79時間を超えて就業することは
できません。79時間を超える場合は、複数の会員を派遣さ
せていただくことになります。 

派遣料金として、派遣職員賃金（最低賃金以上）、交通費及
び諸経費をいただきます。

残念ながら、シルバー人材センターからの人材派遣だからといっ
て、経費が安いとは限りません。あくまでも、人手不足解消のひとつ
の手立てとしてお考えください。

※

※

※

豊かな経験と確かな責任感を持つ

私たちの経験を活かした様々なシーンでサポートします。

※写真はイメージです
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司法書士法人匠事務所
代表社員 宮 城  匠

経営者
コラム

不動産担保と抵当権̶̶
融資を受ける前に知っておきたいこと
　金融機関から融資を受ける際、会社や経営者個人
が所有する不動産を担保に入れるよう求められるこ
とがあります。このとき設定される権利が「抵当権」
です。担保を提供することで融資を受けやすくなった
り、適用金利が下がったりするメリットがあります
が、その仕組みや注意点を正しく理解せずに契約す
ると後で思わぬ問題に直面することがあります。事
前に重要ポイントを押さえておきましょう。
　抵当権には大きく分けて二つの種類があります。
特定の１件の融資ごとに設定され、完済すれば消滅
する「（普通）抵当権」と、あらかじめ決めた「極度額」
という枠内で何度でも借入と返済を繰り返せる「根
抵当権」です。事業資金の融資などで継続的に取引
を行う場合は根抵当権が使われることが多くありま
す。極度額は将来の借入枠に直結するため、自社の
事業計画に見合った金額になっているかを経営者自
身でもしっかり確認しておく必要があります。
　万が一返済が滞ると、金融機関は担保となった不
動産を競売にかけ、その売却代金から優先的に回収
を図ります。競売での売却価格は一般的な市場価格
よりも安くなるのが通常です。意外と知らない方が
いらっしゃるのですが、競売価格が融資残高を下
回った場合に返済に足りない部分は消滅しません。
会社や連帯保証人が引き続き支払義務を負うこと

になります。「不動産を担
保に入れているのだから、
最悪でもそれを手放せば
それ以上請求されない」
というのは大きな誤解で
すので、十分な注意が必要です。
　また、担保を設定するには登録免許税などの税金
や、手続きを行う司法書士への報酬といった費用がか
かります。融資金額によってこれらの費用は変わるた
め、事前に見積もりを取って資金計画に組み込んでお
くと安心です。
　さらに、経営者個人の自宅を担保に入れると、万が
一会社業績が悪化した際に住まいまで失うリスクが生
じます。最近では「経営者保証に関するガイドライン」
の活用が進んでおり、一定の要件を満たせば個人保証
や個人資産の担保を求められない融資形態も増えて
います。契約前に金融機関へ相談してみる価値は十分
にあります。
　なお、融資を完済しても不動産の登記記録に記載さ
れた抵当権は自動的には消えません。法務局へ抹消登
記を申請して初めて抹消されます。放置しておくと、将
来その不動産を売却する際や新しく融資を受ける際
の手続きが滞る原因になりますので、完済後は早めに
司法書士へ依頼し、抹消手続きまで完了させましょう。

営業時間 8:30～17:30
休 業 日 土・日曜日、祝日

住　所 沖縄県那覇市楚辺一丁目5番17号
プロフェスビル那覇4階

T E L 098-833-6461
ＦＡＸ 098-833-6462

平成11年
15年
16年

所　　属

琉球大学法文学部卒業
司法書士試験合格
現司法書士法人匠事務所開設
沖縄県司法書士会　
那覇商工会議所１号議員
那覇北ロータリークラブ

～ 沖縄の司法書士 不動産登記・相続登記なら匠事務所 ～
相談等
承ります
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善
を
重
ね
ま
す
。
そ
の
た

め
、
稼
働
後
に
見
つ
か
っ
た
課
題
に
も
素

早
く
対
応
で
き
ま
す
。
設
備
の
電
流
値
や

オ
イ
ル
漏
れ
を
常
時
監
視
し
、
毎
日
の
清

掃
と
月
１
回
の
停
止
保
全
を
続
け
る
こ

と
も
、
安
定
稼
働
を
支
え
て
い
ま
す
。

　
同
社
に
と
っ
て
Ｄ
Ｘ
は
、
先
端
技
術
の

導
入
そ
の
も
の
が
目
的
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
Ｄ
Ｘ
と
は
、
安
全
な
標
準
作
業
、

デ
ー
タ
に
基
づ
く
生
産
計
画
、
デ
ジ
タ

ル
改
善
の
内
製
化
な
ど
、
皆
で
品
質
と

生
産
を
守
る
職
場
を
つ
く
る
た
め
の
取

り
組
み
の
こ
と
で
す
。
現
場
課
題
を
起

点
に
、
仕
組
み
を
育
て
続
け
る
姿
勢
が

参
考
に
な
り
ま
す
。

Pw
C

コ
ン
サ
ル
ティ
ン
グ
合
同
会
社
　

Pw
C Intelligence 

シ
ニ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー 

／ 

大
川
　
真
史

大川　真史〈おおかわ・まさし〉
PLOFILE

大手国内シンクタンク、大手国
産ソフトウエア会社などを経て
現職。デジタル化、中堅・中小企
業に関する情報発信に従事。こ
れまで、デジタル化による新事
業・サービス開発支援、中堅・中
小企業のデジタル化に関する政
策提言などを経験。経済産業
省、経団連、経済同友会、日本商
工会議所などでの講演やワー
クショップの企画運営の実績多
数。ITコーディネータ。

事例中小企業のための

那覇商工会議所 TEL 098-868-3759お問い合せ先 mail:cci-naha@nahacci.or.jp

経営課題解決のヒントや
従業員教育に活用ください。

オンデマンド

https://qr.paps.jp/okk3h
視聴申込はコチラから那覇商工会議所のホームページから 

こちらのバナーをクリック！

那覇商工会議所のホームページから
無料でセミナーがご覧いただけます 

https://nahacci.com/ 

いつでも
２４時間いつでも
受講できます！

会社・自宅・出先
どこでもOK！

気になるセミナーを
自由に選べる！

どこでも 好きなだけ

セミナー
タイトル
６００
以上

会員無料

■経営  ■販路開拓  ■労務  ■税務・経理  ■法律  ■ＩＴ ■政治・経済  ■若手・中堅・管理職研修  ■創業  ■事業承継…（全40分野）
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司法書士法人匠事務所
代表社員 宮 城  匠

経営者
コラム

不動産担保と抵当権̶̶
融資を受ける前に知っておきたいこと
　金融機関から融資を受ける際、会社や経営者個人
が所有する不動産を担保に入れるよう求められるこ
とがあります。このとき設定される権利が「抵当権」
です。担保を提供することで融資を受けやすくなった
り、適用金利が下がったりするメリットがあります
が、その仕組みや注意点を正しく理解せずに契約す
ると後で思わぬ問題に直面することがあります。事
前に重要ポイントを押さえておきましょう。
　抵当権には大きく分けて二つの種類があります。
特定の１件の融資ごとに設定され、完済すれば消滅
する「（普通）抵当権」と、あらかじめ決めた「極度額」
という枠内で何度でも借入と返済を繰り返せる「根
抵当権」です。事業資金の融資などで継続的に取引
を行う場合は根抵当権が使われることが多くありま
す。極度額は将来の借入枠に直結するため、自社の
事業計画に見合った金額になっているかを経営者自
身でもしっかり確認しておく必要があります。
　万が一返済が滞ると、金融機関は担保となった不
動産を競売にかけ、その売却代金から優先的に回収
を図ります。競売での売却価格は一般的な市場価格
よりも安くなるのが通常です。意外と知らない方が
いらっしゃるのですが、競売価格が融資残高を下
回った場合に返済に足りない部分は消滅しません。
会社や連帯保証人が引き続き支払義務を負うこと

になります。「不動産を担
保に入れているのだから、
最悪でもそれを手放せば
それ以上請求されない」
というのは大きな誤解で
すので、十分な注意が必要です。
　また、担保を設定するには登録免許税などの税金
や、手続きを行う司法書士への報酬といった費用がか
かります。融資金額によってこれらの費用は変わるた
め、事前に見積もりを取って資金計画に組み込んでお
くと安心です。
　さらに、経営者個人の自宅を担保に入れると、万が
一会社業績が悪化した際に住まいまで失うリスクが生
じます。最近では「経営者保証に関するガイドライン」
の活用が進んでおり、一定の要件を満たせば個人保証
や個人資産の担保を求められない融資形態も増えて
います。契約前に金融機関へ相談してみる価値は十分
にあります。
　なお、融資を完済しても不動産の登記記録に記載さ
れた抵当権は自動的には消えません。法務局へ抹消登
記を申請して初めて抹消されます。放置しておくと、将
来その不動産を売却する際や新しく融資を受ける際
の手続きが滞る原因になりますので、完済後は早めに
司法書士へ依頼し、抹消手続きまで完了させましょう。

営業時間 8:30～17:30
休 業 日 土・日曜日、祝日

住　所 沖縄県那覇市楚辺一丁目5番17号
プロフェスビル那覇4階

T E L 098-833-6461
ＦＡＸ 098-833-6462

平成11年
15年
16年

所　　属

琉球大学法文学部卒業
司法書士試験合格
現司法書士法人匠事務所開設
沖縄県司法書士会　
那覇商工会議所１号議員
那覇北ロータリークラブ

～ 沖縄の司法書士 不動産登記・相続登記なら匠事務所 ～
相談等
承ります
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３
Ｋ
＋
Ｋ
Ｋ
Ｄ
脱
却
か
ら

始
ま
る
工
園
Ｄ
Ｘ

※
こ
の
事
例
は
筆
者
取
材
時
の
も
の
で
あ
り
、

　現
在
で
は
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

　
今
回
は
、
デ
ー
タ
と
自
動
化
で
鋳
造
現

場
を
安
全
で
快
適
な
標
準
作
業
へ
と
変

え
た
事
例
で
す
。
岐
阜
県
の
鍋
屋
バ
イ

テ
ッ
ク
会
社
は
、
１
５
６
０
年
創
業
の
、

ね
じ
や
工
場
設
備
用
部
品
を
製
造
す

る
、
機
械
要
素
部
品
の
専
門
メ
ー
カ
ー

で
す
。
同
社
は
、
工
場
に
も
公
園
の
よ
う

な
快
適
さ
を
求
め
、
工
場
を
「
工
園
」
と

呼
ん
で
い
ま
す
。
同
社
は
、
そ
の
理
念
を

形
に
し
た
鋳
造
拠
点
と
し
て
、
２
０
１

５
年
に
美
濃
工
園
の
操
業
を
開
始
し
ま

し
た
。

　
改
革
の
出
発
点
は
、
３
Ｋ
(
き
つ
い
、
汚

い
、
危
険
)
と
Ｋ
Ｋ
Ｄ
(
勘
、
経
験
、
度

胸
)
か
ら
の
脱
却
で
し
た
。
操
業
当
初

は
、
生
産
計
画
を
表
計
算
ソ
フ
ト
で
組

み
、
注
湯
(
溶
か
し
た
金
属
を
鋳
型
に
流

し
込
む
作
業
)
や
搬
送
、
日
報
作
成
も
人

手
に
依
存
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
多

様
な
社
員
が
働
き
、
休
暇
や
育
児
休
業

を
取
り
や
す
い
職
場
に
す
る
た
め
に

は
、
特
定
の
熟
練
者
や
個
人
の
体
力
に

頼
ら
ず
に
生
産
で
き
る
仕
組
み
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
自
動
注
湯
や
自
動

搬
送
、
マ
ニ
ピ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
導
入
し
、

溶
湯
(
溶
か
し
て
液
状
に
な
っ
た
金
属
)

に
近
づ
く
作
業
や
重
労
働
を
減
ら
し
ま

し
た
。
ま
た
、
作
業
指
示
を
写
真
や
画

面
で
示
し
、
誰
で
も
安
全
に
同
じ
手
順

で
作
業
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
作

業
開
始
は
バ
ー
コ
ー
ド
で
記
録
し
、
終

了
は
設
備
側
で
自
動
処
理
し
ま
す
。
計

画
と
実
績
を
蓄
積
し
、
次
の
改
善
に
生

か
し
て
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
安
全
性
を
高
め
る
だ
け
で

は
、
多
品
種
少
量
生
産
を
安
定
さ
せ
ら

れ
ま
せ
ん
。
美
濃
工
園
で
は
、
プ
ー
リ
ー

(
滑
車
)
を
中
心
に
約
３
５
０
０
種
類
を

生
産
し
、
複
数
の
型
を
組
み
合
わ
せ
な

が
ら
、
１
日
に
約
30
回
も
段
取
り
を
変

え
ま
す
。
材
質
や
設
備
、
冷
却
条
件
ま
で

考
慮
し
て
生
産
順
序
を
決
め
る
た
め
、

個
人
の
経
験
だ
け
で
は
対
応
し
き
れ
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
、
生
産
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ラ
が

型
の
組
み
合
わ
せ
と
順
序
を
自
動
で
決

め
、
不
良
が
出
た
組
み
合
わ
せ
も
デ
ー

タ
と
し
て
残
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
設
計
か

ら
型
作
成
、
鋳
造
、
加
工
、
検
査
ま
で
３

Ｄ
デ
ー
タ
を
つ
な
ぎ
、
過
去
の
経
験
を

次
の
判
断
に
生
か
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
仕
組
み
を
支
え
る
の
が
、

「
必
要
な
物
は
自
分
た
ち
で
つ
く
る
文

化
」
で
す
。
社
内
で
機
械
設
計
や
シ
ス
テ

ム
構
築
を
担
う
人
材
が
、
現
場
の
課
題

を
踏
ま
え
て
設
備
や
監
視
の
仕
組
み
を

つ
く
り
、
改
善
を
重
ね
ま
す
。
そ
の
た

め
、
稼
働
後
に
見
つ
か
っ
た
課
題
に
も
素

早
く
対
応
で
き
ま
す
。
設
備
の
電
流
値
や

オ
イ
ル
漏
れ
を
常
時
監
視
し
、
毎
日
の
清

掃
と
月
１
回
の
停
止
保
全
を
続
け
る
こ

と
も
、
安
定
稼
働
を
支
え
て
い
ま
す
。

　
同
社
に
と
っ
て
Ｄ
Ｘ
は
、
先
端
技
術
の

導
入
そ
の
も
の
が
目
的
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
Ｄ
Ｘ
と
は
、
安
全
な
標
準
作
業
、

デ
ー
タ
に
基
づ
く
生
産
計
画
、
デ
ジ
タ

ル
改
善
の
内
製
化
な
ど
、
皆
で
品
質
と

生
産
を
守
る
職
場
を
つ
く
る
た
め
の
取

り
組
み
の
こ
と
で
す
。
現
場
課
題
を
起

点
に
、
仕
組
み
を
育
て
続
け
る
姿
勢
が

参
考
に
な
り
ま
す
。

Pw
C

コ
ン
サ
ル
ティ
ン
グ
合
同
会
社
　

Pw
C Intelligence 

シ
ニ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー 

／ 

大
川
　
真
史

大川　真史〈おおかわ・まさし〉
PLOFILE

大手国内シンクタンク、大手国
産ソフトウエア会社などを経て
現職。デジタル化、中堅・中小企
業に関する情報発信に従事。こ
れまで、デジタル化による新事
業・サービス開発支援、中堅・中
小企業のデジタル化に関する政
策提言などを経験。経済産業
省、経団連、経済同友会、日本商
工会議所などでの講演やワー
クショップの企画運営の実績多
数。ITコーディネータ。

事例中小企業のための

那覇商工会議所 TEL 098-868-3759お問い合せ先 mail:cci-naha@nahacci.or.jp

経営課題解決のヒントや
従業員教育に活用ください。

オンデマンド

https://qr.paps.jp/okk3h
視聴申込はコチラから那覇商工会議所のホームページから 

こちらのバナーをクリック！

那覇商工会議所のホームページから
無料でセミナーがご覧いただけます 

https://nahacci.com/ 

いつでも
２４時間いつでも
受講できます！

会社・自宅・出先
どこでもOK！

気になるセミナーを
自由に選べる！

どこでも 好きなだけ

セミナー
タイトル
６００
以上

会員無料

■経営  ■販路開拓  ■労務  ■税務・経理  ■法律  ■ＩＴ ■政治・経済  ■若手・中堅・管理職研修  ■創業  ■事業承継…（全40分野）
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通信

文
　
仲
間
　
誉

坂
の
街
に
響
い
た
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン

古
都
の
坂
道
を
切
り
拓
い
た「
市
民
の
足
」

　
首
里
城
を
は
じ
め
と
す
る
歴
史
的
街
並
み
が
壊

滅
的
な
打
撃
を
受
け
た
戦
後
の
首
里
。
急
峻
な
坂

道
と
狭
い
路
地
が
入
り
組
む
こ
の
丘
陵
地
帯
で
、

焦
土
か
ら
の
生
活
再
建
を
支
え
る
た
め
に
誕
生
し

た
の
が
、
沖
縄
唯
一
の
自
治
体
直
営
バ
ス
「
首
里
市

営
バ
ス
」で
し
た
。

　
1
9
5
0
(
昭
和
25
)
年
、
米
軍
管
理
下
か
ら
の

民
間
・
自
治
体
へ
の
払
い
下
げ
の
流
れ
を
受
け
、
首

里
市
(
当
時
)
の
手
に
よ
っ
て
運
行
が
開
始
さ
れ
ま

し
た
。
首
里
と
那
覇
市
街
地
を
結
ぶ
坂
下
や
寒
川

の
急
坂
を
力
強
く
上
り
下
り
す
る
緑
と
白
の
ツ
ー

ト
ン
カ
ラ
ー
の
車
体
は
、
復
興
へ
と
歩
み
出
す
古

都
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
市
民
に
親
し
ま
れ
ま
し
た
。

急
坂
で
の
奮
闘
と
車
掌
の
ハ
ン
ド
マ
イ
ク

　
首
里
の
路
線
は
、
他
地
域
に
比
べ
て
極
め
て
過
酷

な
地
形
で
し
た
。
当
時
は
ま
だ
舗
装
も
不
十
分

で
、
雨
が
降
れ
ば
赤
土
の
急
坂
は
滑
り
や
す
い
泥

道
へ
と
変
わ
り
ま
す
。
米
軍
払
い
下
げ
の
ト
ラ
ッ
ク

改
造
バ
ス
や
初
期
の
大
型
バ
ス
は
、
エ
ン
ジ
ン
を
う

な
ら
せ
、
黒
煙
を
上
げ
な
が
ら
観
音
堂
や
当
蔵
の

坂
を
登
り
詰
め
ま
し
た
。

 

見
通
し
の
利
か
な
い
狭
い
カ
ー
ブ
や
す
れ
違
い
で
は
、

乗
務
す
る
車
掌
(
バ
ス
ガ
ー
ル
)
の
存
在
が
生
命
線
で

し
た
。
ス
テ
ッ
プ
に
身
を
乗
り
出
し
、
鋭
い
笛
と
ハ
ン

ド
マ
イ
ク
の
声
で
運
転
手
を
誘
導
。
対
向
車
が
来
れ

ば
車
外
に
出
て
通
行
を
整
理
し
、
泥
坂
で
ス
リ
ッ
プ
し

た
際
に
は
乗
客
と
一
緒
に
な
っ
て
車
体
を
押
す
こ
と

も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
車
内
は
首
里
か
ら

那
覇
の
市
場
へ
野
菜
や
工
芸
品
を
運
ぶ
人
々
で
満
杯

に
な
り
、
互
い
に
揺
れ
を
支
え
合
い
な
が
ら
坂
道
を

越
え
て
い
き
ま
し
た
。

那
覇
市
と
の
合
併
、そ
し
て「
銀
バ
ス
」へ

　
1
9
5
4
(
昭
和
29
)
年
、
首
里
市
が
那
覇
市
と
合

併
し
た
こ
と
に
伴
い
、
市
営
バ
ス
事
業
は
那
覇
市
へ
引

き
継
が
れ
た
の
ち
、
民
間
活
力
の
導
入
と
路
線
網
の

一
本
化
を
図
る
た
め
「
那
覇
交
通
(
銀
バ
ス
)
」
へ
と
譲

渡
・統
合
さ
れ
ま
し
た
。

　
公
営
と
し
て
走
っ
た
期
間
は
数
年
ほ
ど
で
し
た
が
、

急
坂
に
阻
ま
れ
た
首
里
の
丘
と
那
覇
の
街
を
太
い
絆

で
結
び
、
人
々
の
暮
ら
し
と
学
び
の
道
を
切
り
拓
い

た
首
里
市
営
バ
ス
。
そ
の
奮
闘
の
軌
跡
は
、
今
も
首
里

の
坂
道
を
行
き
交
う
路
線
バ
ス
の
歴
史
の
原
点
と
し

て
語
り
継
が
れ
て
い
ま
す
。

首
里
市
営
バ
ス
が
紡
い
だ
古
都
の
復
興
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「首里城展」
（2026年5月19日（火）～2027年2月28日（日））

「尚家の人々」
（2026年8月11日（火・祝）～10月25日（日））

「尚家の人々と首里城」
（2026年8月25日（火）～10月12日（月・祝））

よ
う
こ
そ
！

首
里
城
づ
く
し
の
展
覧
会
へ

　
2
0
1
9
年
10
月
31
日
に
首
里
城
公
園
で
火
災
が
発

生
し
て
か
ら
、
ま
も
な
く
７
年
を
迎
え
ま
す
。
焼
失
し
た

首
里
城
の
復
興
が
進
む
中
、
今
年
11
月
に
は
正
殿
の
復

元
が
完
成
し
、
一
般
公
開
が
始
ま
り
ま
す
。

　〝

お
き
み
ゅ
ー”

こ
と
沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館
で

は
、
沖
縄
県
の
「
首
里
城
正
殿
完
成
記
念
事
業
」
の
一
環

と
し
て
、
令
和
８
年
度
を
通
し
て
「
首
里
城
展
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
博
物
館
常
設
展
示
室
内
の
美
術
工
芸
部

門
展
示
室
と
歴
史
部
門
展
示
室
で
は
、
第
１
期
〜
第
４

期
に
そ
れ
ぞ
れ
２
カ
月
前
後
の
期
間
を
設
け
、
首
里
城

を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
８
つ
の
テ
ー
マ
で
展
示
を
行
い
ま

す
。
８
月
か
ら
は
「
首
里
城
展
」
第
２
期
の
展
示
を
各
部

門
展
示
室
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
美
術
工
芸
部
門
展
示

室
で
は
「
尚
家
の
人
々
」
、
歴
史
部
門
展
示
室
で
は
「
尚

家
の
人
々
と
首
里
城
」と
題
し
て
、
歴
代
の
琉
球
国
王
を

輩
出
し
た
尚
家
に
焦
点
を
当
て
た
展
示
を
行
っ
て
い
ま

す
。
歴
代
国
王
を
中
心
と
す
る
尚
家
の
人
々
が
、
王
府

の
政
治
や
行
政
、
外
交
等
で
果
た
し
た
役
割
に
加
え
、

明
治
以
降
に
華
族
に
列
せ
ら
れ
た
尚
家
の
人
々
の
動
向

や
、
王
族
な
ら
で
は
の
旧
蔵
品
等
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

首
里
城
の
建
物
だ
け
で
は
な
く
、
そ
こ
に
息
づ
い
て
い
た

尚
家
の
人
々
と
彼
ら
に
ま
つ
わ
る
資
料
に
も
、
ぜ
ひ
ご

注
目
く
だ
さ
い
。

　
お
き
み
ゅ
ー
の
「首
里
城
展
」は
ま
だ
ま
だ
続
き
ま
す
。

歴
史
部
門
展
示
室
で
は
10
月
20
日
(
火
)
か
ら
「
首
里
城

と
琉
中
関
係
ー
王
権
を
支
え
た
背
景
ー
」
、
美
術
工
芸

部
門
展
示
室
で
は
11
月
３
日
(
火
・
祝
)
か
ら
「
首
里
・
那

覇
を
描
い
た
絵
図
」
が
始
ま
り
ま
す
。
さ
ら
に
2
0
2
7

年
１
月
か
ら
は
、
美
術
工
芸
部
門
展
示
室
で
「
首
里
城

と
王
家
ゆ
か
り
の
施
設
」
、
歴
史
部
門
展
示
室
で
「
天
理

大
・
琉
球
古
文
書
の
世
界
」
と
「
特
集
展
示
　
大
里
城
雲

版
」
を
展
示
し
ま
す
。
そ
し
て
今
年
12
月
か
ら

2
0
2
7
年
１
月
に
か
け
て
は
、
博
物
館
常
設
展
示
室

を
飛
び
出
し
て
、
３
階
の
博
物
館
企
画
展
示
室
と
特
別

展
示
室
１
で
「
特
別
展
　
首
里
城
ー
琉
球
の
御
城
ー
」
を

開
催
い
た
し
ま
す
。
盛
り
だ
く
さ
ん
の
各
展
示
に
つ
い

て
、
詳
し
く
は
当
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
チ
ラ
シ
等
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
よ
う
に
「
首
里
城
展
」
は
、
首
里
城
に
ま
つ
わ
る
資

料
を
お
き
み
ゅ
ー
に
集
め
に
集
め
た
、
ま
さ
に
首
里
城

づ
く
し
の
展
覧
会
で
す
。
期
間
中
に
は
、
展
示
内
容
を
よ

り
深
く
知
る
こ
と
が
で
き
る
関
連
講
座
も
開
催
し
ま

す
。
ぜ
ひ
お
き
み
ゅ
ー
に
ご
来
館
い
た
だ
き
、
首
里
城
と

琉
球
王
国
時
代
の
魅
力
を
存
分
に
お
楽
し
み
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

首
里
城
正
殿
完
成
記
念
事
業

し
ょ
う
け

は
い
し
ゅ
つ

か 

ぞ
く

り
ゅ
う
ち
ゅ
う

て
ん
り

だ
い

お
お
ざ
と
ぐ
す
く

ウ
グ
シ
ク

れ
っ

「首里城展」専用サイト
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間
　
誉

坂
の
街
に
響
い
た
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン

古
都
の
坂
道
を
切
り
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い
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民
の
足
」
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。
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誕
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た
の
が
、
沖
縄
唯
一
の
自
治
体
直
営
バ
ス
「
首
里
市

営
バ
ス
」で
し
た
。

　
1
9
5
0
(
昭
和
25
)
年
、
米
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管
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滑
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狭
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那
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、
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が
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。
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を
太
い
絆

で
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、
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の
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ら
し
と
学
び
の
道
を
切
り
拓
い

た
首
里
市
営
バ
ス
。
そ
の
奮
闘
の
軌
跡
は
、
今
も
首
里

の
坂
道
を
行
き
交
う
路
線
バ
ス
の
歴
史
の
原
点
と
し

て
語
り
継
が
れ
て
い
ま
す
。

首
里
市
営
バ
ス
が
紡
い
だ
古
都
の
復
興
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！
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里
城
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し
の
展
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会
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1
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10
月
31
日
に
首
里
城
公
園
で
火
災
が
発

生
し
て
か
ら
、
ま
も
な
く
７
年
を
迎
え
ま
す
。
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し
た

首
里
城
の
復
興
が
進
む
中
、
今
年
11
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に
は
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の
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が
完
成
し
、
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開
が
始
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ま
す
。

　〝

お
き
み
ゅ
ー”

こ
と
沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館
で

は
、
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県
の
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里
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正
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記
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事
業
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の
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と
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、
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和
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度
を
通
し
て
「
首
里
城
展
」
を
開
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し
て
い
ま
す
。
博
物
館
常
設
展
示
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内
の
美
術
工
芸
部
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展
示
室
と
歴
史
部
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展
示
室
で
は
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第
１
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〜
第
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期
に
そ
れ
ぞ
れ
２
カ
月
前
後
の
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間
を
設
け
、
首
里
城

を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
８
つ
の
テ
ー
マ
で
展
示
を
行
い
ま

す
。
８
月
か
ら
は
「
首
里
城
展
」
第
２
期
の
展
示
を
各
部

門
展
示
室
で
開
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し
て
い
ま
す
。
美
術
工
芸
部
門
展
示

室
で
は
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尚
家
の
人
々
」
、
歴
史
部
門
展
示
室
で
は
「
尚

家
の
人
々
と
首
里
城
」と
題
し
て
、
歴
代
の
琉
球
国
王
を

輩
出
し
た
尚
家
に
焦
点
を
当
て
た
展
示
を
行
っ
て
い
ま

す
。
歴
代
国
王
を
中
心
と
す
る
尚
家
の
人
々
が
、
王
府

の
政
治
や
行
政
、
外
交
等
で
果
た
し
た
役
割
に
加
え
、

明
治
以
降
に
華
族
に
列
せ
ら
れ
た
尚
家
の
人
々
の
動
向

や
、
王
族
な
ら
で
は
の
旧
蔵
品
等
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

首
里
城
の
建
物
だ
け
で
は
な
く
、
そ
こ
に
息
づ
い
て
い
た

尚
家
の
人
々
と
彼
ら
に
ま
つ
わ
る
資
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に
も
、
ぜ
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ご
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目
く
だ
さ
い
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お
き
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ゅ
ー
の
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里
城
展
」は
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だ
ま
だ
続
き
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す
。

歴
史
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門
展
示
室
で
は
10
月
20
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(
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)
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ら
「
首
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城

と
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中
関
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ー
王
権
を
支
え
た
背
景
ー
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、
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術
工
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門
展
示
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で
は
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(
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ら
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・
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た
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世
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そ
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2
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に
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て
は
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常
設
展
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室

を
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出
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て
、
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の
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企
画
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と
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展
示
室
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で
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特
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を
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し
ま
す
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く
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は
当
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や
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等
で
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。
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の
よ
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に
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」
は
、
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に
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つ
わ
る
資
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を
お
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み
ゅ
ー
に
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め
に
集
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た
、
ま
さ
に
首
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城

づ
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し
の
展
覧
会
で
す
。
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間
中
に
は
、
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示
内
容
を
よ

り
深
く
知
る
こ
と
が
で
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る
関
連
講
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も
開
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し
ま

す
。
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お
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み
ゅ
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に
ご
来
館
い
た
だ
き
、
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と

琉
球
王
国
時
代
の
魅
力
を
存
分
に
お
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み
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つ
な
が
り
の
中
で
で
き
る
こ
と

9月・10月スケジュール

R.A

8 月事務局日誌

8月3日(月)

8月4日(火)

8月7日(金)

8月10日(月)

8月12日(水)

8月13日(木)

8月14日(金)

8月17日(月)

8月18日(火）

8月19日（水）

8月20日(木)

8月24日(月)

8月28日(金)

8月31日(月)

CTBCとのMOU締結式

文化・情報部会

賃上げ支援助成金実務講習会

売上アップ・販路拡大戦略①
SNS活用セミナー

青年部 定例会

建設部会
生成AI活用実践セミナー

交通・運輸部会

観光・サービス部会

卸売部会
女性会 理事会・定例会

売上アップ・販路拡大戦略②
GA4等活用セミナー

ちんすこうの日 PRイベント開催

正副会頭会議

金融部会
デジタル活用実践セミナー

中琉協会 総会
賃上げ支援助成金実務講習会

貿易部会
第1回 インバウンド観光人材育成研修
工業部会
小売部会
適切な価格設定と原価計算の考え方セミナー
第2回 インバウンド観光人材育成研修
青年部 臨時総会
第3回 インバウンド観光人材育成研修
AIを「優秀な右腕」に育てる方法セミナー
うちなー健康企業会 定例会
正副会頭会議
第4回 インバウンド観光人材育成研修
第5回 インバウンド観光人材育成研修
第1回 創業塾
外国人材マネジメントセミナー
経理DXによる生産性向上と
持続可能な賃上げ対策セミナー
第6回 インバウンド観光人材育成研修
第2回 創業塾
法改正に対応した「人事評価制度」の
再構築セミナー
日韓IT企業交流会in那覇
第7回 インバウンド観光人材育成研修
第3回 創業塾
正副会頭会議
第4回 創業塾

9月1日(火)
9月2日(水)
9月3日(木)
9月7日(月)
9月8日(火)
9月9日(水)

9月16日(水)

9月17日(木)
9月18日(金)
9月24日(木)
9月30日(水)
10月4日(日)
10月5日(月)
10月6日(火）

10月9日(金)
10月11日(日)
10月13日(火)

10月15日(木)
10月16日(金)
10月18日(日)
10月22日(木)
10月24日(土)

　今
号
の
編
集
作
業
を
進
め
る
中
、熊
本
地
震
の
知

ら
せ
が
飛
び
込
ん
で
き
ま
し
た
。私
事
で
す
が
、7
月

中
旬
ま
で
研
修
の
た
め
熊
本
県
人
吉
市
に
滞
在
し

て
お
り
ま
し
た
。温
か
く
迎
え
て
く
だ
さ
っ
た
現
地

の
方
々
の
笑
顔
や
、活
気
あ
ふ
れ
る
街
の
風
景
が
今

も
鮮
明
に
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　同
じ
研
修
で
出
会
い
、時
間
を
と
も
に
過
ご
し
た

九
州
各
県
の
仲
間
た
ち
も
ま
た
、直
面
す
る
影
響
に

立
ち
向
か
い
、対
応
に
追
わ
れ
る
日
々
を
送
っ
て
い

ま
す
。一
報
を
聞
い
て
以
来
、言
葉
に
な
ら
な
い
思
い

が
胸
を
締
め
付
け
ま
す
。安
否
を
気
遣
う
中
で
、

軽
々
に
安
易
な
言
葉
を
掛
け
る
こ
と
す
ら
た
め
ら
わ

れ
ま
し
た
。

　し
か
し
、全
国
の
商
工
会
議
所
は
強
い
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
で
深
く
結
ば
れ
て
い
ま
す
。会
員
事
業
所
の

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、復
興
に
向
け
た
支
援
の

輪
や
経
済
活
動
を
通
じ
た
連
携
な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
の

立
ち
位
置
か
ら
で
き
る
支
え
合
い
の
形
が
あ
る
は
ず

で
す
。遠
く
離
れ
て
い
て
も
、一
人
ひ
と
り
の
事
業
活

動
や
支
援
の
想
い
が
、確
実
に
九
州
の
力
に
な
る
と

信
じ
て
い
ま
す
。

　被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、皆
様
の
安
全
と
、一
日
も
早
く

商
い
の
営
み
と
穏
や
か
な
日
常
が
戻
る
こ
と
を
切
に

祈
念
い
た
し
ま
す
。
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